
令和６年度 岐阜県林業普及活動意見交換会開催報告 

 

１  日 時 

  令和６年８月７日（水） １３：３０～１６：３５ 

  岐阜県立森林文化アカデミー 森の情報センター 

 

２ 出席者 

 意見交換会会員      ５名 

  林業普及指導員     ２６名 

  森林研究所         ２名 

  森林文化アカデミー学生 １名(情報提供のみ) 

 

３ 内容 

 （１）林業普及実績発表 

  ○林業普及指導中部・北陸ブロックシンポジウム、岐阜県森林・林業関係合同発表会の選考を

兼ねた実績発表を実施。 

 

・発表１ ：ＩＣＴ機器の普及支援の一例 

             岐阜普及指導区 (岐阜農林事務所 牧村  郁弥)   

・発表２ ：可茂地域広葉樹整備指針の実践 ～シイタケ原木林の造成～ 

可茂普及指導区  (可茂農林事務所 大重 隆太郎)  

・発表３ ：定点観測によるきのこ生産者の現状分析と課題把握、そして、課題に対する普

及指導１年目の取組み 

            恵那普及指導区 (恵那農林事務所 時任  大樹)  

・発表４ ：飛騨市の森林整備体制の構築について  

飛騨普及指導区 (飛騨農林事務所 田口  正英) 

 

 ○投票結果 

選考方法は、外部有識者で構成される岐阜県林業普及活動意見交換会会員と林業普及指導員

による投票により下記のとおり決定。 

 

 ・林業普及指導員中部北陸ブロックシンポジウム（10/3-4 富山県富山市） 

    恵那普及指導区 時任 大樹 

   

・森林・林業関係合同発表会（1/31関市わかくさプラザ） 

    飛騨普及指導区 田口 正英 

 

 

 



（２）意見交換会 

○委員からの主な意見、助言等 

  ＜ＩＣＴ機器の普及支援の一例 牧村 Ag＞ 

   ・市町村職員は異動があるため、引き継ぎが出来るマニュアル等の作成にも力を入れてほ

しい。 

・ＧＮＳＳ機器の使い方が分からない事業者への対応をどうするか考える必要がある。 

・ＧＮＳＳ測量を外注する場合と林業事業体や役所が行う場合でメリット、デメリットを

きちんと整理し、普及員が行う支援を深掘りしていくべきである。 

・ＧＮＳＳ測量は普及していくと思われるが、機器の特徴をよく理解して使われると良い。 

 

＜可茂地域広葉樹整備指針の実践 ～シイタケ原木林の造成～ 大重 Ag＞          

・専門家の助言で行った広葉樹林施業やヒノキ人工林の林相転換の整備実績を参考にした

いためオープンにしてもらいたい。 

・広葉樹コンテナ苗の供給する側への支援にも力を入れ、需要供給バランスが取れた環境

を作ってもらいたい。 

   ・データによる課題に対し解決というアプローチを緻密に考えると面白い取り組みになる。 

   ・広葉樹整備の分け方、目的が分かりづらい。シイタケならシイタケ原木のことだけを発

表した方が良かった。 

 

＜定点観測によるきのこ生産者の現状分析と課題把握、そして、課題に対する普及指導 

１年目の取組み 時任 Ag＞ 

・高校生に限らず、幼児から中学生までに向けたシイタケ生産の学習機会を設けても良い。 

・資材の共同購入も、今後、可能になる等、次の段階の方向性を示すと良い。 

・高校生が、何故、市外へ出て行くのかは、学業上の理由と就業上の理由があるが、人不

足で仕事はあるため、インターンシップの役割はすごく大事になる。 

・定点観測、学習する機会の創出、資材生産・供給体制の３つの施策を上げているが、そ

れぞれを時系列に関連させながら、徐々に目標へ到達させるシナリオが作れる可能性を

秘めた提案である。 

 

＜飛騨市の森林整備体制の構築について 田口 Ag＞ 

・飛騨市の体制をモデルに他市町村でも森林整備を進められる発表だった。 

・主伐・再造林が進まないのは人が足らないのか、仕事のやり方がまずいのか、何が原因

なのかを掘り下げていった結果、事業面積が拡大した実績がある。 

・飛騨市特定間伐等促進計画を策定したというのは一つの成果であるため、そこに至った

苦労、これから計画の進め方、期待していることを聞かしてもらえると面白い。 

・森林経営計画での集約化に対し、促進計画による小規模な整備では経費がどれだけ掛か

るとか明確な数字が分かると良い。 

 

 

 



＜全般・総括＞ 

・本日の４つの発表のうち、３つは広葉樹をターゲットに何らかの形で活動された。使う

ということを前提とした広葉樹人工林に対し、それぞれの普及員が地域、地域に応じた

ものの考え方をしなくてはならない。 

・牧村さんの「ＩＣＴ機器の普及支援の一例」は、ＩＣＴ機器というと別の物を考えるた

め、「測量技術」とストレートに書いた方が良い。 

・大重さんの発表は、広葉樹が問題なのか、シイタケ原木が問題なのか、それを明確にさ

れた方がよい。今のタイトルは広葉樹がメインでシイタケは一例になる。 

・時任さんの発表は、３つの取り組みがあるので、それを総括して説明出来るようなタイ

トルにした方が良い。 

・田口さんの発表は、「間伐等促進計画の策定」という言葉を出した方が遙かに明確にな

る。 

・論旨の展開、ストーリーを作ることが大切。話題が途中で変わると、聞いている方は絶

対に分からない。必ず、ストーリーを作り、最後に言いたいことを明確にし、一本、筋

を通すこと。 


